
第53回寺子屋トーク
「生活の中にアートを取り戻す！～これからの芸術基盤形成の方向性～」
生活から祭りごとが切り離され、建築から美術が切り離されつつある現在。特別な場所へ、特別な格
好をして行かなければアートと出会えないような状況になりつつある現在。人々の生活の中へ再度
アートの存在を回復し、そしてさらには人々が生活の中で自由にアートを使いこなすためにはどのよ
うな対策が必要でしょうか？

第1部　基調講演：加藤種男（アサヒビール芸術文化財団事務局長／横浜芸術文化振興財団事務理事）
第2部　パネルディスカッション「生活に埋め込むアートのかたち」
パネリスト：大谷燠（NPO法人DanceBox）／岡部太郎（財団法人たんぽぽの家）／タミヤリョウコ（ライター）
コメンテーター：加藤種男　コーディネーター：山口洋典

　7月13日（日）15：30～ （18：30閉会予定）
一般／￥1,500　應典院寺町倶楽部会員・学生／￥1,200（学生は受付で学生証をご提示ください）
終了後、2F気づきの広場にてゲストを囲んで交流会を開催（別途 ￥500）
「アーティスト割引」有。詳細はwebで。

○應典院寺町倶楽部主催事業○

第79回いのちと出会う会
「真帆～あなたが娘でよかった～」

○應典院寺町倶楽部主催事業○

真帆さんは12歳のとき悪性脳腫瘍にかかり
20回にも及ぶ手術を繰り返し20歳で亡くな
られました。自分が多くの方の愛をいっぱい
受けていることに感謝し、自分が前向きに生
きることがたくさんの愛への恩返しだ、と明る
く周りの人を励まし、医師を目指して手術直
前でも勉強されていました。

話題提供者：
内梨昌代（大阪市立汎愛高校教諭）

　7月１７日（木）　18:30～20:30
一般￥1,000　寺町倶楽部会員・学生￥700
（お茶菓子付き）

90年を目の前にした、1980年代後半。古きを重んじることはかっこ悪
くて、自分達ではない他者だけを崇めていた。「我々」は七十万人を謳っ
ていたけど、「俺達」は70万人も居なかった。消滅への出発点に立って
いることに気付いていた。奏でる弦からは、はなから帰り道を持たない
一音一音が去っていく。遥か先の終わりの光景が記憶に擦り込まれ
て、まだ見ぬ明日の思い出が既に懐かしい。この地の何処かできえてい
く血を過敏に感じて、自分の中に流れる血は濃度を高めて沸騰する。

May
「チャンソ」

○space×drama2008参加公演○

　7月24日（木）　19:00
　7月25日（金）　19:00
　7月26日（土）　14:00／19:00
　7月27日（日）　14:00／19:00
　7月28日（月）　14:00／18:00
前売り／￥1,800　当日／￥2,000
高校生以下／￥1,000（当日受付にて学生証をご提示下さい）

突劇金魚
「しまうまの毛」

舞台はある田舎町の夏祭り。主役は、10年ぶりに祭りの
主役としてその準備に集合した同窓生たち。なぜか今年
はさまざまな問題が起き、例年通りに事が進みません。各
人のよんどころなき事情も複雑に絡み合い、果たして彼ら
の、そして祭りの運命やいかに？？……

本若⇆ケービーズ
「かわうそくよう」

　8月21日(木)19:30～
　8月22日(金)19:30～
　8月23日(土)15:00～／19:00～
　8月24日(日)13:00～／17:00～
前売り／￥2,000　当日／￥2,500（日時指定・全席自由）

船の上に8人の『患者』が集められた。誰も彼も、一般的な社会
になじめない『病的』な性格の人間ばかり。政府のバックアップ
により、船の上で共同生活を行い、社会になじめるよう『治療』
を行うのだという。その中にあって、ひとりたたずみ心を閉ざし
た少年がいた。彼の名はカッケル。彼は心の傷を負って以来、
自分の気持ちを口にはせず、日記に綴る生活を続けて来た。

特攻舞台Baku-団
「病的船団」

　8月27日（水）　19:00
　8月28日（木）　19:00
　8月29日（金）　19:00
　8月30日（土）　13:00／19:00※
　8月31日（日）　15:00
※印の回は終演後、space×drama2008参加団体代表と
　應典院主幹・山口洋典によるクロージングトークあり。
前売り／￥2,300　当日／￥2,500　学割／￥1,800（要学生証）

寮の屋上から動物園が見える。小さい動物園。あたしは毎日見
下ろして、腕を伸ばし、手のひらで包んでみる。あたしの手の中
の、動物園の中の、檻の中の、動物。寝てる？歩いてる？ほえて
る？くさい？寮はいつでも独特のにおいがする。あたしたちはい
つの間にかここにつれて来られて、ここで暮らしている。ここにい
るのは、女だけ。ちょっとだけ規律があって、それを守っている。

　7月2日（水）　19:30
　7月3日（木）　19:30☆アフタートークあり
　7月4日（金）　19:30
　7月5日（土）　15:00／19:00
　7月6日（日）　15:00
前売り／￥2,000　当日／￥2,300

space×drama2008協働プロデュース公演

関西アート情報ポッドキャスト「ARC Audio!!」特別編
「ふぞろいなつわものたち」
ポッドキャスト（インターネットラジオ）番組「ARC Audio!!」に出演している関西在住の実験的
アーティストたちによる音楽ライブが今年もアップルストア心斎橋にて開催！ 

ゲスト：peck you !! （シンガーソングライター）・ニイユミコ （ダンサーfrom 花嵐）
　　　パーフェクトダンサー （ギターデュオ）
司会：アサダワタル （築港ARCチーフディレクター／大和川レコード）
　　蛇谷りえ （築港ARCサブディレクター／アーティスト）
　7月19日（土） 19:00～20:30　入場無料　会場／Apple Store, Shinsaibashi 2F theater
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大阪市営地下鉄「心斎橋」下車、御堂筋周防町交差点角

大阪のアートを知り尽くすの会 vol.5
散策ガイドマップ「ギャラリー」編
かつて、文化の中心だったまちと表現される大阪。とはいえ今でも文楽や近代建築などの伝統文化
が盛んで、じっくりとものづくりができるまちであり、また同時に前衛的なアートシーンや小演劇界
でのその存在感もやはり濃厚ではないでしょうか。この会では参加者皆で、築港ARCのライブラ
リー資料や雑誌「大阪人」を活用して、大阪の小劇場マップ、大大阪モダニズム建築マップ、音楽ロッ
クシーンマップなどなど、様々なテーマで作り上げ、文化芸術のまちとして、大阪には何があり、何が
あったのか、今一度見つめなおしてみます。

　7月5日（土） 　18:00～20:00　￥500（お茶、資料代）
会場／築港ARC

○大阪市現代芸術創造事業○

應典院寺町倶楽部　TEL：06-6771-7641　FAX：06-6770-3147　info@outenin.com　http://www.outenin.com　　
築港ARC(ちっこうアーク)　TEL＆FAX：06-4308-5517　arc@outenin.com　http://www.webarc.jp
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怨みは怨み
によって鎮ま

らない

（「仏教聖典
」より）

【サリュ】…フランス語で「救い」の意

〈
ア
ト
セ
ツ
〉

　

ご
覧
の
と
お
り
、應
典
院
寺
町

倶
楽
部「
サ
リ
ュ
」が
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
た
。と
り
わ
け
、43
号
か

ら
は
会
報
と
も
言
わ
ず
、ニ
ュ
ー

ズ
レ
タ
ー
と
も
言
わ
ず
、ニ
ュ
ー

ズ
マ
ガ
ジ
ン
と
表
現
し
て
き
た
。

マ
ガ
ジ
ン
と
は
雑
誌
、す
な
わ
ち

定
期
的
な
記
事
、読
み
物
を
意
味

す
る
。私
自
身
、編
集
に
携
わ
っ

て
き
た
の
は
48
号
か
ら
で
あ
る

が
、私
が
行
っ
て
き
た
も
の
は
も

と
よ
り
、1
9
9
7
年
の
創
刊
当

初
か
ら
、実
に
読
み
応
え
が
あ
る

も
の
と
し
て
発
行
さ
れ
て
き
た

と
感
じ
て
や
ま
な
い
。

　

今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
意

図
は
、発
行
頻
度
の
向
上
と
、発

行
部
数
の
増
加
に
あ
る
。こ
れ
ら

を
通
じ
て
、お
寺
を
拠
点
に
活
動

す
る
N
P
O
の
取
り
組
み
へ
の

関
心
と
、社
会
に
お
け
る
存
在
感

を
高
め
て
い
く
こ
と
を
決
断
し

た
た
め
だ
。だ
か
ら
と
言
っ
て
、

こ
れ
ま
で
の
サ
リ
ュ
に
収
め
て

き
た
行
動
記
録
や
小
論
等
が
不

要
で
あ
る
と
は
捉
え
て
い
な
い
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、他
の
メ

デ
ィ
ア（
例
え
ば
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
）や
、新
た
な
冊
子
の
企

画
等
で
ま
か
な
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　

個
人
的
な
印
象
だ
が
、
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
と
い
う
こ
と
ば
の

中
に
あ
る「
r
e
」と
い
う
こ
と

ば
が
好
き
だ
。「
r
e
」と
い
う
接

頭
語
は
、続
く
こ
と
ば
に
対
し
て

「
再
び
」と
い
う
意
味
を
も
た
ら

す
。実
際
、こ
の
間
、刷
り
色
が
変

わ
る
、判
型
が
A
4
版
か
ら
A
5

版
に
な
る
、な
ど
、リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
の
機
会
を
得
て
き
て
い
る
。パ

チ
ン
コ
店
の
新
装
開
店
で
は
な

い
が
、今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を

通
じ
て
、心
機
一
転
、改
め
て
應

典
院
寺
町
倶
楽
部
と
、読
者
と
の

ご
縁
を
う
ま
く
取
り
持
っ
て
い

き
た
い
と
発
意
す
る
と
こ
ろ
だ
。

（
編
）
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〈
い
の
ち
〉の
問
題
に
触
れ
る

　

去
る
5
月
11
日
、恒
例
の「
寺

子
屋
ト
ー
ク
」の
第
52
回
と
し

て
、「
チ
ベ
ッ
ト
発
東
京
経
由
仏

リ
ン
ピ
ッ
ク
」大
阪
大
会
な
る
緊

急
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
い
ま
し

た
。企
画
の
背
景
に
あ
る
の
は
、

緊
迫
し
た
チ
ベ
ッ
ト
情
勢
か
ら
、

2
ヶ
月
が
経
と
う
と
し
て
い
る

な
か
、こ
の
間
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

開
催
の
是
非
論
に
重
ね
て
、弾
圧

と
虐
殺
に
対
す
る
悲
し
み
と
支

援
の
輪
が
広
が
り
つ
つ
あ
っ
た

た
め
で
す
。
実
際
、
N
G
O
・

N
P
O
や
メ
デ
ィ
ア
だ
け
で
な

く
、仏
教
寺
院
等
で
も
、深
い
学

び
の
場
が
創
出
さ
れ
て
い
ま
し

た
。そ
う
し
た
中
、應
典
院
寺
町

倶
楽
部
の
視
点
と
し
て
は
、今
回

の
問
題
の
本
質
は
、チ
ベ
ッ
ト
と

中
国
の
あ
い
だ
の
領
土
の
問
題

で
は
な
く
、政
治
と
宗
教
の
両
側

面
か
ら
取
り
上
げ
ら
れ
る
べ
き
、

慈
悲
と
共
生
に
関
す
る「
い
の

ち
」の
問
題
が
横
た
わ
っ
て
い
る

と
捉
え
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
寺
子
屋
ト
ー
ク
に
は

「
モ
デ
ル
」が
あ
り
ま
し
た
。そ
れ

は
、東
京
・
港
区
に
あ
る
青
松
寺

で
、4
月
29
日
に「
臨
時
仏
教
ル

ネ
ッ
サ
ン
ス
塾
」と
し
て
開
催
さ

れ
た
、そ
の
名
も「
ひ
と
足
先
に

『
仏（
ぶ
つ
）リ
ン
ピ
ッ
ク
』！
」で

し
た
。こ
れ
は
、仏
教
の
柱
で
あ

る
、「
智
慧
の
獲
得（
学
ぶ
こ
と
、

深
く
知
る
こ
と
）」と「
慈
悲
の
実

践（
心
か
ら
の
思
い
や
り
を
も
っ

て
行
動
す
る
こ
と
）」、こ
の
2
つ

が
、真
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
精
神
の

実
現
と
共
鳴
、共
振
す
る
の
で
は

な
い
か
、と
い
う
問
い
か
ら
催
さ

れ
た
も
の
で
す
。「
選
手
団
」に
な

ぞ
ら
え
ら
た
ゲ
ス
ト
は
、應
典
院

で
も
お
馴
染
み
の
上
田
紀
行
氏

（
東
京
工
業
大
学
大
学
院
准
教

授
）ら
が
務
め
、1
7
0
名
を
超

え
る
方
々
に
ご
参
加
を
い
た
だ

い
た
と
の
こ
と
で
す
。

語
り
の
場
の「
成
果
」リ
レ
ー

　

そ
こ
で
、東
京
で
行
わ
れ
た

「
仏
リ
ン
ピ
ッ
ク
」と
い
う
名
前

を
、「
聖
火
」な
ら
ぬ「
成
果
」リ

レ
ー
と
し
て
受
け
継
い
で
、寺
子

屋
ト
ー
ク
の
イ
ベ
ン
ト
名
に
使

わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。も
ち

ろ
ん
、使
用
に
あ
た
っ
て
は
、先

方
に
許
可
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

東
京
で
は
開
催
前
に
法
要
を
行

い
、終
了
後
に
は
観
音
像
に
結
ば

れ
た
五
色
の
テ
ー
プ
を
参
加
者

が
手
に
し
て
願
い
を
捧
げ
た
と

の
こ
と
で
す
。そ
こ
で
、大
阪
で

は
、シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
前
に
は

漢
民
族
を
含
め
た
犠
牲
者
供
養

の
法
要
を
行
い
、終
了
後
に
は
今

後
の
平
和
を
願
っ
て
、撞
木
に
結

ば
れ
た
五
色
の
紐
を
参
加
者
が

握
っ
て
、「
誓
い
の
鐘
」を
10
回
撞

く
と
い
う
演
出
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
供
養
と
誓
い
の
場

の
あ
い
だ
に
行
わ
れ
た
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
は
、上
田
紀
行
さ
ん
の
基

調
講
演
に
続
い
て
、熊
本
県
玉
名

市
に
あ
る
蓮
華
院
誕
生
寺
の
川

原
英
照
貫
主
と
、チ
ベ
ッ
ト
仏
教

普
及
協
会
（
愛
称
・
ポ
タ
ラ
カ

レ
ッ
ジ
）の
ク
ン
チ
ョ
ッ
ク
・
シ

タ
ル
副
代
表
に
よ
る
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ

ま
し
た
。東
京
と
同
じ
く
、参
加

者
を「
選
手
団
」に
な
ぞ
ら
え
て
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ら
ぬ

「
仏
リ
ン
ピ
ッ
ク
」。

議
論
を
展
開
し
ま
し
た
。当
初
の

選
手
団
に
加
え
て
、
映
画
「
チ

ベ
ッ
ト
チ
ベ
ッ
ト
」の
キ
ム
・
ス

ン
ヨ
ン
監
督
、釈
徹
宗
さ
ん（
如

来
寺
住
職
）、木
村
慶
司
さ
ん（
大

阪
市
仏
教
青
年
会
副
会
長
）な
ど

も
参
加
し
、熱
い
議
論
が
交
わ
さ

れ
ま
し
た
。

　

議
論
の
中
で
特
に
興
味
深

か
っ
た
の
は
、「
な
ぜ
チ
ベ
ッ
ト

人
が
悲
し
ん
で
い
る
か
と
言
う

と
、未
来
の
芽
を
摘
ま
れ
て
い
る

か
ら
で
す
」と
い
う
、シ
タ
ル
さ

ん
の
こ
と
ば
で
し
た
。チ
ベ
ッ
ト

仏
教
は
、戒
律
を
中
心
に
自
ら
を

見
つ
め
る
上
座
部
仏
教
と
、世
の

中
を
救
う
思
想
や
実
践
と
し
て

の
大
乗
仏
教
と
、意
識
か
ら
見
た

世
界
に
関
す
る
密
教
と
、順
に
学

び
を
深
め
、積
極
的
に
他
者
に
働

き
か
け
て
い
く
も
の
で
す
。そ
う

し
て
働
き
か
け
て
い
く
の
は
、社

会
の
た
め
で
あ
り
、今
後
の
未
来

の
た
め
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

そ
の
行
動
が
封
じ
ら
れ
て
し
ま

う
こ
と
が
、怒
り
と
な
っ
て
い

る
、と
の
こ
と
で
し
た
。抑
圧
さ

れ
て
い
る
現
状
に
対
す
る
憂
い

で
は
な
く
、展
望
が
閉
じ
ら
れ
た

未
来
を
開
い
て
い
く
た
め
の
積

極
的
な
怒
り
で
あ
る
こ
と
を
改

め
て
知
り
ま
し
た
。未
来
に
思
い

を
馳
せ
て
行
動
す
る
こ
と
の
大

切
さ
を
、主
催
者
側
も
学
ん
だ
一

日
で
し
た
。

釜ヶ崎の夏がはじまる

　暴動6日目、暴力について。
　ここで、わたしの文章はとまってしまう。肌にはり
つく蒸し暑さのせいではない。今日は2008年6月
19日、もし今夜人が集まれば釜ヶ崎暴動は7日目に
突入する。13日からはじまった西成警察署前での暴
動の真相はよくわからないまま、若者たちが各地か
ら集まってきた。投げつけるためにめくられる道路、
投石、放火。報道には規制がかかっているようで、現
場にある程度立っていなければ様子はわからないだ
ろう。いつも通りに過ごしている仕事場と１キロと
離れていない場所で、このような光景が繰り広げら
れている事実に、ことばを失う。

　雨が降り出し、「今日はもう暴動ないやろう」と皆
が口にしたとき、胸をなでおろし、梅雨でよかったと
思ったのだ。暴動について少しでも知っている人は
さまざまに語る。その断片を拾いながら、わたしは
ハッとしたり、いらだちを覚えたりしている。あの
晩、投石と罵声という表現の仕方しかなかった。暴力
のための暴力としての表現。そのことがとても悲し
かった。無力だった。
　應典院で詩のワークショップをはじめて７年にな
る。秋葉原の事件の直後、参加者たちは口々にケータ
イサイトに書き込まれたことばについて語った。あ
の書き込みに応答があれば、事件は違うかたちに

上田假奈代（詩人）
1969年生まれ。3歳より詩作、17歳から朗読をはじめる。92年から障がいをもつ
人や社会人、子ども対象の詩のワークショップを行う。01年「詩業家宣言」を行い、
全国で活動をつづける。03年ココルームをたちあげ「表現と自立と仕事と社会」を
テーマにホームレスや高齢者、ニート、教育、環境など社会的な問題にも取り組む。
西成区山王でインフォショップ・カフェ・ココルームを運営。NPO法人こえとこと
ばとこころの部屋（ココルーム）代表
サイトhttp://www.kanayo-net.com
ブログhttp://booksarch.exblog.jp

なったのではないだろうか、と言う。表現したものが
受けとめられ、返ってくる「応答」という感覚はなに
よりも、このワークショップで大切にされているこ
とだった。ワークショップでのわたしの仕事はそこ
にあるとよく自覚しているが、いまわたしが生きて
いる社会という場で孤独な状態にあっての「応答」は
どうやったら作られるのだろうか。
　無名の人生がどれほど尊いかということを忘れが
ちで、消費者として生きさせられる違和はけっして
暴力ではなく、関係性のなかで取り戻したい。

　

す
べ
て
は
〈
場
〉
か
ら
は
じ

ま
っ
た
。

　

大
蓮
寺
住
職
・
秋
田
光
彦
は
、

大
蓮
寺
の
塔
頭
寺
院
・
應
典
院
再

建
の
動
機
を
、そ
う
振
り
返
る
。

　

應
典
院
が
再
建
さ
れ
た
の
は

1
9
9
7
年
。２
年
前
に
オ
ウ
ム

真
理
教
事
件
が
起
き
、こ
の
年
の

夏
に
は
神
戸
の
酒
鬼
薔
薇
事
件

が
発
生
し
て
い
る
。少
年
犯
罪
、

不
登
校
、い
じ
め
、援
助
交
際
…

「
普
通
の
子
ど
も
」と
評
価
さ
れ

て
き
た
若
者
た
ち
が
、身
体
ご
と

悲
鳴
を
あ
げ
は
じ
め
た
時
代
で

も
あ
っ
た
。

「
人
間
は
役
に
立
た
な
い
こ
と
を

真
剣
に
考
え
た
り
、立
ち
止
ま
り

な
が
ら
成
長
し
て
い
く
も
の
。若

者
は
そ
の
一
番
敏
感
な
成
長
期

に
あ
る
存
在
で
す
。し
か
し
、絶

え
間
な
く
回
転
す
る
生
産
と
消

費
の
歯
車
の
中
で
、彼
ら
の
居
場

所
は
押
し
つ
ぶ
さ
れ
て
い
く
よ

う
だ
っ
た
」。

　

一
方
で
、都
市
に
お
け
る
寺
の

あ
り
よ
う
に
も
問
題
を
感
じ
て

い
た
。コ
ン
ビ
ニ
の
数
を
は
る
か

に
上
回
る
ほ
ど
、い
た
る
処
に
寺

は
あ
る
が
、そ
の
多
く
は
社
会
と

の
接
点
が
な
い
。寺
も
ま
た
、都

市
の
な
か
で
孤
立
し
て
い
た
。

　

時
代
に
は
じ
か
れ
た
若
者
と
、

時
代
に
取
り
残
さ
れ
た
寺
。秋
田

は
ふ
た
つ
の
問
題
を
前
に
し
て

思
っ
た
。

「
だ
か
ら
こ
そ
、両
者
が
協
同
し

て
、新
た
な
表
現
を
模
索
す
る
場

所
が
で
き
な
い
か
」。

　

時
代
に
媚
び
な
い
地
点
を
ふ

み
し
め
な
が
ら
、若
者
自
ら
が
根

本
か
ら
成
長
で
き
る
場
所
。そ
の

思
い
が
本
堂
と
ホ
ー
ル
が
一
体

化
し
た
、ユ
ニ
ー
ク
な
劇
場
寺
院

を
生
ん
だ
。

　

こ
の
10
年
、應
典
院
は
演
劇
や

ア
ー
ト
だ
け
で
は
な
く
、ケ
ア
、

仕
事
、ま
ち
づ
く
り
と
い
っ
た
社

会
問
題
に
も
積
極
的
に
発
信
を

重
ね
て
き
た
。問
題
提
起
型
よ

り
、も
っ
と
収
益
性
の
高
い
企
画

や
演
劇
の
充
実
を
、と
い
う
外
部

か
ら
の
声
も
あ
っ
た
が
、秋
田
は

そ
う
し
な
か
っ
た
。

「
こ
こ
は
劇
場
で
は
な
く
寺
院

だ
。利
益
や
娯
楽
の
追
求
は
應
典

院
の
役
割
で
は
な
い
」。

　

最
近
で
は〈
日
本
一
若
者
が
集

ま
る
お
寺
〉と
し
て
全
国
的
に
名

を
馳
せ
る
應
典
院
だ
が
、だ
か
ら

こ
そ〈
一
風
変
わ
っ
た
イ
ベ
ン
ト

寺
院
〉と
い
っ
た
安
易
な
文
脈
に

回
収
さ
れ
、消
費
さ
れ
る
わ
け
に

は
い
か
な
い
、と
力
を
込
め
る
。

　

一
昨
年
、再
建
10
年
を
前
に
秋

田
は
應
典
院
主
幹
を
退
い
た
。現

在
は
２
代
目
主
幹
・
32
歳
の
山
口

洋
典
が
應
典
院
の
企
画
・
運
営
を

取
り
仕
切
る
。主
幹
の
継
承
に
あ

た
り
、秋
田
は
ひ
と
つ
の
条
件
を

つ
け
た
。得
度
を
う
け
て
、浄
土

宗
の
宗
徒
と
な
る
こ
と
。寺
の
生

ま
れ
で
も
な
い
者
が
、僧
侶
と
な

る
。し
か
も
、葬
儀
や
法
事
は
勤

め
な
い
。秋
田
は「
市
民
僧
だ
」と

い
う
。

「
市
場
競
争
に
ま
み
れ
た
会
社
で

〈
他
者
の
た
め
に
生
き
る
〉
と

言
っ
て
も
、冷
笑
さ
れ
る
の
が
オ

チ
。消
費
社
会
に
は
、そ
う
い
う

言
葉
が
届
か
な
い〈
場
〉が
ほ
と

ん
ど
だ
。だ
か
ら
こ
そ
、宗
教
者

が
寺
と
い
う
場
所
で
何
を
伝
え

る
の
か
は
、じ
つ
に
重
要
。世
間

に
媚
び
ず
、出
世
間
を
気
取
る
の

で
も
な
く
、学
校
で
も
家
庭
で
も

語
ら
れ
な
く
な
っ
た
言
葉
に
こ

そ
、こ
だ
わ
っ
て
ほ
し
い
。そ
れ

を
言
葉
と
自
ら
の
行
い
で
届
け

て
い
く
の
が
〈
市
民
僧
〉
の
役

割
」。

　

應
典
院
を
次
代
へ
つ
な
ぎ
、秋

田
自
身
が
今
後
、と
り
わ
け
コ

ミ
ッ
ト
し
て
い
き
た
い
活
動
が

あ
る
。そ
れ
は
子
ど
も
と
末
期
者

を
巡
る
実
践
だ
。

「
こ
れ
ま
で〈
開
か
れ
た
場
〉を
語

る
と
き
、私
は〈
公
共
〉と
い
う
言

葉
を
用
い
て
き
た
が
、一
方
で

〈
公
共
〉か
ら
こ
ぼ
れ
落
ち
る
も

の
に
も
惹
か
れ
て
き
た
。ひ
と
り

の
ガ
ン
患
者
、ひ
と
り
の
自
閉
症

児
な
ど
、固
有
の
生
き
方
に
こ

そ
、け
っ
し
て
括
り
と
れ
な
い
、

痛
切
な
ほ
ど
の
存
在
感
や
リ
ア

リ
テ
ィ
を
感
じ
る
」。

　

社
会
の
枠
組
み
に
容
易
に
と

り
こ
ま
れ
な
い〈
場
〉の
存
在
。そ

し
て
そ
の
よ
う
な〈
場
〉だ
か
ら

こ
そ
照
ら
し
出
さ
れ
る
、幾
多
の

〈
個
〉の
物
語
が
あ
る
。

行き場を失った若者、空洞化した寺。
時代にとっては無価値な両者が融合したとき、
したたかでしなやかな、〈場〉が生まれた。

秋田光彦さん (浄土宗・大蓮寺住職）

▲旧友、石井聰亙監督、松井良彦監督と映画につ
いて語る＝應典院コミュニティシネマシリーズ
vol.12より(08年2月17日)

5月24日、「ARCトークコンピレーション」の第14回目が開催されま

した。ゲストは日本の学校現場でここまでできるのかと思わせる

程、先駆的な教育づくりを行っている、京都府宇治市立菟道第二小

学校の糸井登さんと平盛小学校の藤原由香里さん。会場に30名を

超えるお客さんにお集まりいただき、超満員！やはり「アート×教

育」というテーマは関心層が多いのでしょうか？アート関係者の

みでなく、学校の先生方がたくさん来てくださったことが議論の

質を高めたきっかけとなりました。アートプロジェクトとしての

「築港ARC」に、アートと直接関係のなかった方々が分野を超えて

関わりをもっていくこと。そういう接点をいかにつくりだせるか

を一番重要視している築港ARCにとって、ひとつの成果が出たの

かなと思います。トークの内容は、築港ARC制作のインターネット

ラジオ「ARCAudio!!」（http://www.webarc.jp/arcaudio/）にて聴い

ていただけます。ぜひアクセスしてください。

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と

つ
く
る
学
校
教
育

6月21日からの大阪劇場公開に先駆け、「未来世紀ニシナリ」のプレミア上映を行った今

回のコミュニティシネマシリーズ。ロンドンへの取材を行うなど、そのメッセージ性に

溢れた本編上映の後、釜ヶ崎で失業問題に取り組む「釜ヶ崎ふるさとの家」共同代表の本

田哲郎神父から、実践者と宗教者の立場でお話をいただきました。また、その内容を深め

る場として、シンポジウムも併催。ゲストには、映画本編にも登場され、実際に西成で就

労支援に取り組む佐々木敏明さん、福田久美子さん、そして本田神父。司会として本会事

務局長の山口洋典が登壇し、それぞれの立場からの西成での取り組みを巡った議論が闘

わされ、客席からも活発な意見が飛び出すなど、関心の高さを伺わせる密度の濃い時間

となりました。

應典院コミュニティシネマシリーズvol.13
「未来世紀ニシナリ」プレミア上映会

6月 9日、気づきの広場に應典院舞台芸術祭

「space×drama2008」に参加する5劇団、総勢53名

が集結した。今年から結成５年の枠組みが外され、

経験・実力共に充実した顔ぶれ。協働プロデュース

対象団体に選ばれた「突劇金魚」をはじめとし、在日

朝鮮人という独自の視点から物語に切り込む

「May」、space×drama史上初となる劇団同士のユ

ニット「本若⇄ケービーズ」、4回目のエントリーにして初の栄冠に挑む「特攻舞台Baku-

団」、ポストパフォーマンス公演として、後夜祭を盛り上げる「ミジンコターボ」。個性溢れ

る彼らの真夏の演劇バトルが幕を開きます。

space×drama2008総決起集会




